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■プログラム概要 

 学生の学習意欲を引き出すために、皆さんはどんな工夫をされていますか。学生の学習意欲は、

学習成果に直結します。また、アクティブ・ラーニング型授業への参加や、自宅での学修を促すた

めにも、学生の学習意欲を高めることは不可欠です。この学習意欲に、授業を通して、教員から

はどのような働きかけができるのでしょうか。また、どのような指針をもって、授業を設計すればよ

いのでしょうか。 

 このプログラムでは、「動機付け」に関する様々な理論の中で、「授業を通じて学習意欲を高め

る」という目的のために最も参照しやすい理論として、「価値」と「予期」に基づく動機づけの理論を

紹介します。また、それを踏まえて、実際に受講者の皆さん自身の授業を改善するための工夫に

ついて考えます。受講者の皆さんには、実践や悩みを共有し、学び続けるためのネットワークを構

築していただくために、グループワークへの積極的な参加を期待しています。 

 

■主な受講対象 

・学生の学習意欲を引き出す授業に取り組んでいる／取り組みたいと考えている教員 

・アクティブ・ラーニングや自宅学習への取り組みを促したい教員 

・他の教員と授業実践における工夫や悩みを共有したい教員 

・理論に裏付けられた教育実践に取り組みたい教員 

 

■本プログラムの到達目標 

１．学生の学習意欲を高める方策について、「価値」と「期待」という言葉を用いて説明できる。 

２．自身の授業に取り入れたい、学生の学習意欲を高めるための工夫を説明できる。 

３．学習科学の知見を授業改善に役立てるためのコツを説明できる。 

４．ワークショップ終了後も学び続けるためのネットワークを作ることができる。 

 

■日時・会場 

日  時 ： 平成２７年８月２６日（水）１０：００～１２：００ 

会  場 ： 愛媛大学 城北キャンパス 
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